
高
齢
化
社
会
と
言
わ
れ
て
久
し

い
が
、
今
か
ら
８
年
後
に
は
、

75
歳
以
上
と
な
る
人
々
が
過
去
最
高
の

人
口
割
合
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
団
塊
世
代
の
人
々
が
い
た
か

ら
こ
そ
、
今
の
日
本
経
済
が
あ
る
と
思

う
。
高
度
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
、
消

費
を
押
し
進
め
、
確
た
る
日
本
の
地
位

を
世
界
に
示
し
て
き
た
と
考
え
る
。

　

２
０
２
５
年
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越

え
る
か
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
高
齢

者
に
よ
る
交
通
事
故
、
徘
徊
、
ひ
き
こ

も
り
に
よ
る
孤
独
死
な
ど
で
あ
る
。
ま

た
、
若
年
性
認
知
症
の
検
診
に
よ
る
早

期
発
見
と
治
療
等
、
今
後
の
認
知
症
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
要
介
護
認
定
に
お
い
て
、
認
知
症
と

判
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
と
、
40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
人
数
、
出
現
率
は
。

(2)
第
６
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
に
お
け
る
、
認
知
症
対
策

の
取
組
の
実
績
と
評
価
は
。

(3)
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い

て
、
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
を
受
け
、
ど

の
よ
う
に
施
策
を
推
進
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
。

(4)
「
地
域
ま
る
ご
と
元
気
ア
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
取
り
組
む
考
え
は
。

(1)
本
町
の
65
歳
以
上
の
要
介

護
認
定
者
の
う
ち
、
要
介
護
認
定
に
お

い
て
認
知
症
自
立
度
Ⅱ
以
上
で
認
知
症

あ
り
と
判
定
さ
れ
た
方
は
、
本
年
10
月

末
現
在
で
１
０
４
４
人
で
あ
り
、
65
歳

以
上
の
人
口
に
対
す
る
出
現
率
は
12
・

４
％
。
ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

要
介
護
認
定
者
の
う
ち
、
同
様
に
認
知

症
あ
り
と
判
定
さ
れ
た
方
は
19
人
で
、

人
口
に
対
す
る
出
現
率
は
０
・
２
％
。

(2)
認
知
症
対
策
と
し
て
、
現
計
画
で
は

「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
・
普
及
」
、

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設

置
」
、
「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
配

置
」
、
「
徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
事
業
の

実
施
」
お
よ
び
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
養
成
」
の
五
つ
の
主
要
事
業
を
掲
げ

て
い
る
。
掲
げ
た
主
要
事
業
は
、
計
画

期
間
中
に
全
て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

要
介
護
認
定
者
に
占
め
る
認
知
症
の
方

の
割
合
は
、
平
成
27
年
９
月
末
で
は

64
・
８
％
、
本
年
９
月
末
で
は
63
・
２

％
と
１
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

今
後
も
認
知
症
対
策
に
係
る
重
要
な
事

業
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

(3)
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
」
は
、

本
町
の
実
情
に
合
っ
た
養
成
人
数
の
目

標
値
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
特
に
、

本
年
度
改
訂
さ
れ
た
新
中
学
校
学
習
指

導
要
領
の
「
技
術
・
家
庭
科
」
の
項
目

の
中
で
、
「
介
護
な
ど
高
齢
者
と
の
か

か
わ
り
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
」

な
ど
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
た

に
中
学
校
で
の
養
成
講
座
の
開
催
な
ど

に
も
取
り
組
み
た
い
。

　

ま
た
、
「
認
知
症
カ
フ
ェ
等
の
設
置
」

は
、
本
年
９
月
に
幕
別
地
域
の
民
間
事

業
所
で
本
町
で
は
初
め
て
と
な
る
認
知

症
カ
フ
ェ
が
１
か
所
設
置
さ
れ
、
札
内

地
域
に
お
い
て
も
１
か
所
が
設
置
に
向

け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
次
期

計
画
で
は
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の
設
置
を

さ
ら
に
推
進
し
、
認
知
症
の
方
を
支
え

る
地
域
づ
く
り
を
施
策
の
一
つ
と
し
て

位
置
付
け
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
「
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
の
設
置
」
と
「
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
の
設
置
」
は
、
次
期
計
画

に
お
い
て
も
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と

も
に
、
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
見
直
し

の
内
容
を
踏
ま
え
、
先
進
事
例
を
参
考

に
調
査
研
究
を
進
め
、
本
町
の
実
情
に

合
っ
た
効
果
的
な
取
組
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

(4)
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
高
齢
者
の
運

動
機
能
の
維
持
・
向
上
や
認
知
機
能
低

下
の
予
防
を
目
的
と
し
て
、
事
前
に
体

力
測
定
と
認
知
機
能
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
健
康
運
動
指
導
士
の
指
導
の
も
と
、

高
齢
者
の
身
体
能
力
に
合
わ
せ
て
脳
を

活
性
化
す
る
軽
運
動
を
行
い
、
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
十
勝
管
内
で
は
６
町
村
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
る
町
村
の
事
業
効
果
を
検
証
す

る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
認
知
症
予
防

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答問
認
知
症
対
策
の
効
果
を
検
証
し
、
予
防
事
業
に

反
映
し
た
い

認
知
症
予
防
対
策
の
推
進
を
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